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8.調査のまとめと課題の抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現状 課題の抽出 

Ｊ規格(収容人数) 

開催する大会・試合の種類によって、収

容人数が決まっている。 

規模によって、整備費、管理運営費など

が異なる。 

規模が小さい場合、それ以上観客を増や

すことが出来ず、成長を制限する。 

大きすぎた場合は閑散とし、興奮が生ま

れにくい。 

施設の利用目標(ワールドカップ、J1、J2

等)を定め、最低限必要な収容人数を把握

する。 

市場規模から適正な収容人数を算出する

ことが重要。 

規模算定にあたっては、当初実現可能な

目標値を設定するだけではなく、成熟段

階の将来ビジョンを明確にすることが重

要。 

Ｊ規格(配置・動線) 

異なる利用者タイプが重ならないよう配

置する。 

Ｊリーグ基準には、様々な必要施設が挙

げられている。 

基準にはないが運営上必要な施設もあ

る。 

Ｊリーグ基準に必要な機能を過不足なく

整備するとともに、運営段階も見据えて

施設を整備する。 

これらの施設を適正に配置し、異なる利

用者が重ならない動線計画を検討する。 

Ｊ規格(競技機能) 

ピッチのサイズは規定があり、また、方

位についても、推奨される方角がある。 

特に天然芝の平坦性、クッション性など、

品質の高い状態が必要。 

ピッチのサイズや方位は規定のとおり整

備する。 

芝の品質については、設計・施工を適切

に実施することに加え、管理の重要性が

高く、管理者の認識と高い技術によって

しか維持できない。 

県内のサッカー関連施設 

県内には J1、J2規格の競技施設がなくＪ

リーグ加盟を目指すクラブの基盤が整っ

ていない。 

県内から、Ｊリーグに加盟するクラブを

育成するためにはＪ規格に沿ったスタジ

アムが必要である。 

サッカー合宿 

沖縄県にはサッカー合宿が可能な施設が

少なく、合宿をしたいというニーズは大

きいが、受け入れきれていない。特に芝

のコンディションが悪い。 

サッカー合宿には、宿泊施設等の協力も

重要である。 

サッカー合宿件数を増加させるために

は、合宿に対応した施設が必要であり、

特に芝の品質を上げることが重要であ

る。 

合宿の誘致を増加させるためには、宿泊

施設を中心とする他の産業分野の理解と

協力が必要である。 
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海外のサッカースタジアム 

フィールドを使った多目的利用はそれほ

ど多くできていない。可動式の屋根やピ

ッチがある場合は、多目的利用が多い。 

VIPルームを会議、パーティ等で活用し、

稼働率を高めている。 

ヨーロッパではスタジアムと複合的な施

設を整備し、運営を補助している。 

フィールドを使用した多目的利用や諸室

を利用した多目的利用、複合機能など多

目的利用、複合機能の在り方を検討する

必要がある。 

これらの設定にあたっては、地域の現状

や採算性の試算など、さまざまな検討を

行って決定することが重要である。 

国内のサッカースタジアム 

サポーターからは、サッカー専用で選手

との距離が近く、また、観客席が急勾配

で見やすいスタジアムの評価が高い。 

一部の施設では指定管理者制度を活用

し、多目的なスタジアム運営を行ってい

る事例も存在する。 

国内で高い評価を得ているスタジアムを

参考にサポーターが見やすい施設を整備

する。 

指定管理者制度を活用することで、多様

なサービスを提供することが可能。 

野球場事例 

指定管理者制度とは別に設置管理許可制

度があり、民間事業者自らが施設を整備

し、運営する手法もあり、より自由度の

高い整備が可能。 

設置管理許可制度による整備を検討する

場合、公の担う部分と民間が担う部分の

役割分担が重要である。 

サッカーのためのトレーニング施設 

国内には複数のフィールドを持ったトレ

ーニングに特化した施設があり、キャン

プに活用しやすい。 

ピッチの条件が良いことが重要であり、

試合を行うスタジアムとは別の機能が必

要となる。 

宿泊施設も重要である。 

サポーターの意向 

サッカー専用を望む意見が多い。 

サッカー以外のイベントを望むサポータ

ーも多い。 

サッカー専用施設を整備すると共にイベ

ントなど多目的利用のあり方を検討する

必要がある。 

県民の意向 

サッカーを観戦したい、イベントに参加

したいという要望が多い。 

スタジアムに観光振興や人材育成、経済

振興、健康増進など複数の役割が求めら

れている。 

サッカーを観戦したい、イベントに参加

したいという要望を満たすと共に、観光

振興や人材育成、健康増進などに寄与す

る施設が必要であり、そのあり方を検討

する必要がある。 
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